
Society of Japan Science Teaching

NII-Electronic Library Service

Sooiety 　 of 　Japan 　Soienoe 　Teaohing

1E − 09 日本 理科教 育学 会 （2006 ）

里 川 ・ 里海 の 教材化

　　　　　　　　　 ○服 部 博 司 A 、広木 正 紀
B
、村上 忠 幸

B

　　　　　HA ］］1］ORI 　HiroshiA、田 ROKI 　MasanoriB、　 MURAKAM 至TadayukiB
＊

南 丹 市立 吉富小 学校 （平成 17 年度京 都教育大 学研 究 生 ）
A
、京 都教育大 学

B
　　 ＊ 旧 八 木 町

【Se
−一

ワ
ード】　 小 学校 理 科、里 川 、里 海、里 、地 域 の 自然

1．は じめに

　校区に 自然豊か な川や海などの 水環境、すなわ ち

「劉 li・里海」 が存在する とき、理科の授業に おけ

るその 自然の 教材化を京都教育大学における京都府

現職教育職員長期派遣研修の 研修テ ー
マ と して 取 り

組 ん だ。

2 ，本研 究における 哩 」 の 定義

川で出会っ た生き物 海で 出会 っ た生き物

【里とは】

　 「里 」を取 り上げたい くつ かの 資料 工・2・3 ）
よ り、「里 」

には 、 次の 4 つ の 意味が含まれ るこ とが分か っ た 。

・ ヒ トが形成 ・維持 して い る二 次的な 自然
・二 次的な自然が形成 ・維持 されるシ ス テ ム

・自然と共に人が暮 らして い る場所や地域
・ ヒ トの 生き方 の 方向性

【本研究で は・… 】

　そ の場所の 自然が、憩い の場や学習資源と して活

用され る、すなわち、地域の 人々 に親 しまれ て い る

川や海を 「里川 ・里海」 とする。ただ し、児童 に対
して 「里 」とい う言葉を使 うの で はなく、教師が 「里 」

の 意識を持っ て授業を行 うこ と を想定して い る。

5 ．自然認職 を育むための 授業実践

＊ 図
4 ）

一！．Lilllll ｝ll！ szz｝＃lmpl　 extoma　 ti
　これまで 、校区に海や川 が存在する小学校に勤務

して きた。しか し、そ うい っ た地域の 身近な海や川

を教材として授業を行 う機会は、総合的な学習の 時

間 にはあ っ たもの の 理科 で はなか っ た 。

　そ こ で、
‘

理科
”

におい て、地域の 水辺の 生き物を

教材とす る学習が少ない原因を教科書か ら分析す る

こ とにした 。 する と、
フ ィ

ール ドに出かけて 生き物
と出会 う学習が極端 に 少ない こ とが分か っ た。

4 ．まずは フ ィ
ール ドで の 生き物との 出会い か ら

　里 川 ・里海の教材化に あた っ て は、まず は、フ ィ
ー

ル ドで、安全かっ 簡単に 生き物と出会うこ とか ら

始める こ とが大切である。
　そ こ で、海と川に お い て 、上が開放され た か ごに

何か を設置しそれを沈めるだけで 生き物と出会 うこ

とがで きるか調査を行 っ た。
　 ＊　 設置 した か ごは、A4 版の紙 を入 れ るた めの 小 さな

　　 　か ごで、全 体に正 方形の穴 があ り水の 行き来を妨げ

　　 　ない。か ごの 内側に 防虫ネ ッ トをは っ た。
　 ＊　 か ごは、コ ン トロ

ー
ル、サ ク ラ の枝葉、ス ギの 枝葉、

　　 　シ ＝・・M 皮、竹筒、石 の そ れ ぞれ 6 個を設 置 した。
　調査は、川は勤務校の 近 くの 水田周辺で、海は京

都大学 フ ィ
ー

ル ド科学教育研 究セ ン タ
ー−St鶴水産実

験所で行っ た。

　京都教育大学、及び、勤務校である八木町立吉富
・1・学校 で 晦 の 生き物 を扱 っ た授業実践を行っ た。

場所 黼 櫞

京都教育大学 初等理 科教育 大学生

八木町 立吉富小 学校 理 科 小学 6 年生

　理科の 学習にお い て 哩 」 を意識 した とき、生き

物 と環 境との つ なが りや 自然 とヒ トとの 関わりに関

する学習展開を どう作 り上げてい くの かが大きな課

題とな っ て くる。 そ こ で 、 多様性 の 宝庫で あ り、 食
生活を通して ヒ トの 生活 と大 きく関わ っ て い る

‘

梅
”

を教材として取り上げ、こ の よ うな課題に取 り組む

こ とに した。

6 ．里川 ・里海の 教材化

一
　自然に親しみ 、 見通 しをもっ て観察、実験など

を行い 、 問題解決 の 龍 力と自然を愛す る心情を育

て るとともに自然の 事物 ・現象につ い て の 理解を

図 り、科学的な見方や考え方を養 う。

　 「自然に親 しみ 」 をもて るよ うな活動を授業で想

定した とき、 その場所と して 身近な地或の 自然を思

い 浮 か べ れ ばよい。何 も糊 llな自然を取 り上げる必

要はなく、児童 の 生活圏内に存在する自然 を教材 と

すれば よ い の で ある。でなければ 、
「自然を愛す る心

情を育て る」 と きに、具体的 な対象を意識させ るこ

とが で きな い で あろう。
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